
　

去
る
６
月
７
日
、
経
営
者
部
会
総
会

に
併
せ
て
、
経
営
青
年
会
と
の
共
催
に

よ
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
４
月
施
行
の
「
社
会
福
祉

連
携
推
進
法
人
制
度
」
を
テ
ー
マ
に
、

厚
労
省
「
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
の

運
営
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
」

構
成
員
と
し
て
の
経
験
と
医
療
・
福
祉

専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
立
場
か
ら
、

川
原
経
営
グ
ル
ー
プ
代
表
の
川
原
丈
貴

さ
ん
に
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

制
度
創
設
の
背
景
に
は
、
人
口
減
少

地
域
等
に
お
け
る
法
人
間
連
携
・
統
合

の
一
つ
の
形
態
と
し
て
「
地
域
医
療
連

携
推
進
法
人
」
が
先
行
し
て
き
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
す
社
会
福
祉
法
人
の
連
携
の
一
つ

の
選
択
肢
と
し
て
「
社
会
福
祉
連
携
推

進
法
人
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
ふ
れ
、

地
域
医
療

連
携
推
進

法
人
と
社

会
福
祉
連

携
推
進
法

人
と
の
相

違
や
メ

リ
ッ
ト
等

を
説
明
し

て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
社
会
福
祉
法
人
間
の
連

携
・
協
働
の
形
態
は
、「
独
自
の
連
携
・

グ
ル
ー
プ
化
」「
社
協
を
中
心
と
し
た
連

携
」「
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
」「
合

併
・
事
業
譲
渡
」
の
４
つ
に
大
別
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、
自
法

人
の
経
営
課
題
に
合
っ
た
形
態
を
選
択

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
ま
し

た
。

社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
―
新
し
い
制
度
が
期
待
す
る
こ
と

〜
経
営
者
部
会
・
経
営
青
年
会
共
催
研
修
会
〜

上
げ
、
同
じ
目
的
や
課
題
を
も
つ
法
人

同
士
で
、「
制
度
に
則
っ
た
連
携
ル
ー

ル
」
の
も
と
「
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
た
」
法
人
運
営
が
可
能
で
あ
る

と
説
明
し
た
上
で
、
①
人
材
の
確
保
・

育
成
・
定
着
や
施
設
の
建
替
え
・
大
規

模
修
繕
、
業
務
の
効
率
化
な
ど
、
各
法

人
の
経
営
課
題
と
強
化
の
ポ
イ
ン
ト
を

抽
出
、
②
上
記
①
に
関
し
て
効
果
的
な

連
携
・
協
働
の
在
り
方
を
検
証
、
③
社

会
福
祉
連
携
推
進
法
人
制
度
を
活
用
す

る
場
合
は
、
利
害
が
一
致
す
る
法
人
を

選
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
で
あ
る
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
こ
と
で
、
同

じ
目
的
意
識
を
持
つ
法
人
が
個
々
の
自

主
性
を
保
ち
な
が
ら
連
携
し
、
規
模
の

大
き
さ
を
活
か
し
た
６
つ
の
法
人
業
務

の
実
施
【
①
地
域
福
祉
支
援
業
務
、
②

災
害
時
支
援
業
務
、
③
経
営
支
援
業

務
、
④
貸
付
業
務
、
⑤
人
材
確
保
等
業

務
、
⑥
物
資
等
供
給
業
務
】
が
可
能
に

な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
効
果
等
に

つ
い
て
一
つ
ず
つ
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

①
地
域
住
民
の
生
活
課
題
の
把
握
や

そ
の
課
題
に
向
け
た
取
り
組
み
の
企
画

立
案
・
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
等
に
よ

り
、
地
域
福
祉
が
充
実

　

②
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
や
避
難
訓
練
の
実

施
、
被
災
施
設
に
対
す
る
応
急
的
な
物

資
の
備
蓄
・
提
供
、
被
災
施
設
利
用
者

の
他
施
設
へ
の
移
送
、
応
援
職
員
派
遣

調
整
等
に
よ
り
、
利
用
者
の
安
心
安
全

の
確
保
と
事
業
継
続
が
可
能

　

③
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
に
等
に
関
す
る
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
、
適
正
な
財

務
会
計
構
築
に
向
け
た
支
援
等
に
よ

り
、
安
定
し
た
経
営
が
可
能

　

④
貸
付
原
資
の
提
供
は
、
直
近
３
カ

年
度
の
本
部
拠
点
の
事
業
活
動
計
算
書

に
お
け
る
当
期
活
動
増
減
差
額
の
平
均

値
が
上
限

　

⑤
合
同
で
の
採
用
募
集
や
人
事
交

流
、
職
場
体
験
、
現
場
実
習
、
研
修
の

実
施
等
に
よ
り
、
学
生
等
求
職
者
へ
の

訴
求
力
の
向
上
、
福
祉
・
介
護
人
材
の

資
質
向
上
、採
用
・
研
修
コ
ス
ト
の
軽
減

　

⑥
衛
生
用
品
や
介
護
機
器
の
一
括
購

入
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
給
食
費
の
軽
減
等
に

よ
り
、
コ
ス
ト
削
減
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
促
進

　

最
後
に
「
自
法
人
の
強
み
・
弱
み
を

し
っ
か
り
と
分
析
し
、
経
営
課
題
に
応

じ
た
効
果
的
な
連
携
・
協
働
の
在
り
方

を
模
索
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
、
社
会
福
祉
連
携
推
進

法
人
の
活
用
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
経
営
支
援
事
業

の
一
環
で
経
営
分
析
を
用
い

た
研
修
会
を
７
月
14
日
（
保

育
・
基
礎
）
に
続
き
、
８
月

８
日
（
分
野
共
通
・
基
礎
）、

10
月
22
日
（
分
野
共
通
・
応

用
）
で
開
催
し
ま
す
。
参
加

に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
推
進
課
）

81名の参加者を前に詳細を説明する川原さん

　

社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
「
連
携
先
を
自
由
に
選
択
」

「
各
法
人
の
理
念
や
独
自
性
は
維
持
」を

社会福祉法人間の連携・協働の種類と特徴
形態 メリット デメリット

法令の枠組みに
よらない独自の
連携・グループ化

ブランディング効果 “各法人”の理念や独自性は発揮しづらい

関係法令の範囲内で自由に連携

社会福祉協議会
を中心とした社会
福祉法人の連携

中立性・公平性の担保 社協の方針・機動力に左右される

社協が中心に連携を主導 連携先は選択できない

合併・事業譲
渡

抜本的な経営改革・再建 看板の消失

イニシャルコストをかけずに新規事業展開 地域住民・職員への説明と理解

社会福祉連携
推進法人

連携先を自由に選択 社会福祉連携推進業務の範囲内での連携

各法人の理念や独自性は維持 法令に基づくガバナンス・運営

社会福祉連携推進法人は、「同じ目的（・課題）をもつ法人同士」で、「制度に
則った連携ルール」のもと「スケールメリットを活かした」法人運営が可能

研修会の詳細はホームペ
ージでご確認ください。
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